
 

 

 

 

 

 

 

 林小学校の３年生の授業を覗かせていただきました。３年生の総合的な学習の時間の年間テー

マは“明石の海 ふしぎ・ステキ 発見”です。その年間テーマにせまるために、自分たちの地

域、ふるさと林を体全体で感じとっていこうと、他教科・領域をつなぎながら横断的なカリキュ

ラム・デザインに挑戦されています。その中の活動として“明石、のりはかせになろう！”があ

り、本時は、自分たちが調べたことを“漁師さん”に聞いてもらった後に、“漁師さん”の感想

を聞いたり、“漁師さん”にいろいろと尋ねてみるというのが大まかな流れでした。子どもたち

のプレゼンはインタビューやインターネットで調べたことをわかりやすく、まとめたもので、ま

だまだ“聞いたこと”“インターネットで見たこと”で、まだ自分のものになっていない段階で

はと感じました。しかし、こうした活動を積み重ねることで、子どもたちが、そして教師が“漁

師さん”の話に、どれだけ引っかかりが生まれてくるかに、この活動の価値

があるのではと考えます。前回 1年生の活動でも感じたことですが、地域の

ポテンシャルを引き出し、活かす場をデザインしていくことが、これから林

のカリキュラム・デザインにつながっていくと感じています。そのために

は、学校の中だけでの対話ではなく、多種多様な人との対話が子どもたちに

とっても、先生たちにとっても必要だと考えます。そういったことからも、

今回は予定していた事後研究会が延期になってしまいましたが、活動に参加

された“漁師さん”と一緒に対話し、“漁師さん”たちの想いを個々の先生

方が具体的にイメージ化していく場が大切になってくるのだと思います。そ

ういった対話が、近視眼的な視点に偏りがちだったところを、俯瞰的な視点

とバランスのとれた視点で学びの場をデザインすることにつながると考えま

す。 

“漁師さん”にとってもこの活動に価値を感じられたのでは思います。“自

分たちの仕事に目を向けてくれるのはうれしい”、“漁師も漁業のことだけ

を考えている時代ではなくなってきている、農業など異業種とのつながりを

考えていかなければならない時代”、“後継者を含め、未来につながってい

くことを考えていかないと”といったことを漁師さんからお聞きしました。

そんな漁師さんが感じている課題等は、地域や社会につながる学びのデザインにつながっていく

と考えます。そうした学びは、子どもたちの成長だけでなく、地域を元気にしていくと考えま

す。地域を元気にしていくことが、また子どもの成長につながっていくと考えます。なにより活

動を覗かせていただいて笑顔いっぱいの“漁師さん”たちから私が元気を頂きました。 
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 松が丘小学校で開かれた、４年生の“カラフル”

さんとの交流の様子が届きましたので紹介させてい

ただきます。松が丘小学校４年生は『みんなでつな

ごう幸せの“わ”〜相手を思いやる、やさしい心で

〜』を年間テーマに掲げ、地域をベースにカリキュ

ラムをデザインされています。「相手の声に耳を傾

け、一緒に考え行動すること」を目指し、1学期の

ジェンダー平等講座を皮切りに、身体障害者の方の

話、手話体験…オレンジサポーター講座、パラリン

ピック競技体験等、様々な福祉に関わる体験や、福

祉の視点から自分たちの学校や地域を歩いてみる活

動を積み重ねてきています。そうして、そうした体

験等を基に、松が丘のまちが幸せなまち（バリアフ

リー）になっているかを考え、自分たちにできるこ

とを行動に移していく「心のバリアフリープロジェ

クト」を考える段階にきたこの時期に、「地域で活

動しておられる高齢者の方に、生活の中での困りご

とや、やりたいと思っていることを直接質問する機

会があったほうが、具体的にアイデアが浮かび自分事として考えやすいのでは」と考え、今回の

交流を新たに加えられたようです。そこで「オレンジサポーター講座」を開いていただいた「あ

さぎり・おおくら総合支援センター」さんに“カラフル”さんを紹介していただいたようです。

“カラフル”さんは当センターで週１回、認知症予防のための脳トレや体操などの活動されてお

り、“カラフル”さんのみなさんと脳トレクイズをしたり、一緒に体操をしたり、自分たちが用

意したゲームをしたりと交流する中で、実際に高齢者の方に生活の中での困りごとや、やりたい

と思っていることなどを直接聞き取りができたようです。このように一つひとつの体験等をつな

げ、いろいろな方と交流し、学び、対話を重ねていくことで、子どもたち個々が具体的にイメー

ジを広げ、クリエイティブに動いていくことにつながると考えます。そのためには、横断的にカ

リキュラムをデザインし、修正等を加えながら推進していくカリキュラム・マネジメントが必要

だと考えます。授業に焦点を当てる近視眼的な視点と、つながり等を広

い視野から捉えカリキュラムをデザインしていく俯瞰的な視点とのバラ

ンスが重要であり、学習指導要領でカリキュラム・デザインやカリキュ

ラム・マネジメントが改めて強調されているのだと考えます。 

 今号では、年間テーマをベースにカリキュラム・デザインにアプロー

チされている林小学校と松が丘小学校の取組を紹介いたしました。その

両校の取組から、改めて社会とつなげながらカリキュラムをデザインし

ていくには、俯瞰的な視点の必要性を感じました。 

  （文責：北本） 
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